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 各地本委員長殿 

 

 証言・仙石線乗務員の組合員 

約５０名の乗客を小学校に避難誘導！ 

その後、その小学校にまでゴーと津波が押し寄せた 
 

「１４時４６分すぎ、仙石線野蒜駅を発車した直後、地震発生しました。地震を知らせ

る無線を傍受し、駅から３００メートル付近に停車しました。運転士と連絡し、乗客にけ

が人がいないことを確認し、野蒜小学校の生徒を含む約５０人の乗客を降車させ、指定さ

れた野蒜小学校に避難誘導しました。小学校では避難してきていた住民もいて、体育館に

避難しました。会社の携帯で連絡したのですが、電話はつながりませんでした。 

１５時４０分頃、仮設トイレをつくるのを手伝ってほしいと頼まれ、設置の手伝いをし

ていると、地元の人が「津波がくるから非難しろ」と走って知らせにきました。すぐに校

舎の２階に避難すると、ゴーッと音を上げて津波が襲ってきました。校舎１階は水に浸か

ってしまいました。水が引いたあと、体育館にいた運転士を捜しましたが、みつかりませ

んでした。校庭には流された人がいて、その人たちの救助を手伝いました。 

翌朝、校舎３階で運転士を見つけました。運転士に聞くと、体育館でバスケットゴール

につかまり、２階にいた住民に引き上げてもらい、津波に流されずに済んだとのことでし

た。校舎に避難していた乗客を確認しま

したが、２０数名しか確認できませんで

した。 

 地震の時は、周りの建物の崩壊などは

なく、また津波発生まで約１時間近くも

ありました。４両編成の車両は津波でＶ

字になり流されました。 

海岸から、小学校までは１キロメート

ルあり、地元の人もここまでくるとは思

わ な か っ た と 話 し て い ま し た ｡ 」       

                                                                   以 上 
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